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じれ多′撃ツリ関数′≠ヴリ効孝′√後′η″
ムκ′わ ュ́Zの うす〃′多ノグこと′つβ″′

f´rfみヱ11:118丁∬しiz「 Ziji3豫尼
薇 ブ´グス″ /4く κЛ グ′テ″,た 。
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乃η%ガ緩

1。 〃̀
dん ′″ィノυだれ ι個 の々タヤrJ子メリ

亀塵:′ .っ し′ て

1ク  だιこん′ヶφ/ノク″爆ιタイ″J′″、の ′易ざ
に つ レ′τ

′す′att ι′

“

″Zる 4牟″イタ 〃′aん

′汁げ′り:だれ こ′η
「

燿″:ム に生わあわせて′

図 rノ びにぶした。 また ′二れう″́こん

列に′閉 'そ
済 とダすrζ 群

`夕
わらわιZ図 7′

′′.■ じ′ ′夕す′J′お、r′だ∫′′′′′′′′′ι′け。′

′″′′=｀
′
) の う J  ′論ご の 子ジ

'′

髭iZ・・′ヂ′ζ″イと

力逸・力のだ°あjれ たιのこあわCζ 晨ふιた

・ 各タツ1,点 の島。と月宋どのク今後′解4んろ

えほ′晨2′ Jル ニした。

表 2′ 表 J
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ほヤャlZメじヽfイZこ 7J“向にあ′た。
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熊物群との有ゑえ′,%ゎ りれな′ヽ′た。

′矛イ Z"ほ ノ′ノ′ノた ノのF額 た闊
`ま夕す″J′ r、 が。フすにグ Jフ 看ゑえzレ って下ろ′イ2

Zレ ′)の 髯期にみじィ フz"1■ 下%の 下ろヘ
のだ角バ参んな
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バうかがわれた, また
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'1じ

′潟硼崚
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荊
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′燿′多′ ′′すラ′J′√、の

(歴 ]7′  ′

'ノ

′′〃∫′′′バヤ7上 すれ′クZフ メイ噸向にあ
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7

」Ja多歿冷zィ にフι′Zノ
・

′″形孝′′θ″ガィ′Z"′フ′ι′7‐ れの多す〃ムムに
っし,7ι ガイ″イlヵ みえ′・郷ゎ二れな夕ヽ′々

′

ノZ矛 ガイ Z"′ま′ ″′ ′ ′ 毛 ′が
°
メうに/2Zフ

メ″匂た力′′ 歳たィ Z"ほ ′β″ヶパ́ み
え1ル フZ,7′ζ″ダリェオィ/2こ ιzι ′たが
′ユニ多クな′当うグ孝は4η うかτ“なく′ノ′オ以
後の下額ヱげ′2バ考彼タクz“ 多,た 。

図 F



ズタ

2)幾多クみJグ・
角浚タクタす″J′

εフレ′τ

線タク″Jグ・
角度多ク″″Jの わつ後′″イ協え

を表争′ダに示した。 またノ用厳′イ′過』曇
,え 今群′

'1イ
グの各夕す〃ルタβにみりう子カガ

夜沙駒kの 乙歿 Z′ 』′′ノυノノノノノえ ′じ示レ

′わつZの タル均を稚が・パめられたιのこあ
″ ιZ族 ふした ′ 稼争′及 ダ

のカム乙 (図 7′ 表4′ ダ)

′ギ1,そ ′イ ′, フ ι′ 7 ,

∫―メ僣z"は ′′フイにわし′Z′すぼイよりγ
ヤ′Jヽ ごヽ'色 Z“ みフた′ヽごノイのたの4ノ,>″チグ

=は

,lPa群 ヒ′フ′ヌ̈′η藤の後Z示 した′
IZ｀ ′閉崚イほ73夕″′対′こ牛′～ 膚 人庸

群 :ま ′・′毎 の形た こネルた 。

し′
7“ れの4令群 zじ ′す′ζ群∠〃∫θc z"は ′

ι均ゑZほ うこあうたず′また′‖122群 ′
'1縣
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″4と ι′ニタタ令タクな値の変タタはわずかZン フk
,

ュ匹L多 崚今′イにァし′7,
∫Tダ ′∠だ∫′c ヒιに′ι′グ′の4冷′イz"

多,1″群 |力 え、えlメ 多
`ゎ

られなか′た。

′′
～
 所 人胴 Z"ノ 」「“~メ イを

`L浮

′過 ゑ滅夕
";4チ

z゛ メ.`μ
“ノ

タすra″犠り,7れ″ ぞれグれ多′たし

た。 また′∠″∫′この力令タクリ後の変ル′ユ

わず夕ヽZし つたο 回 ァ

彎,キi脅,7(曰 ?′ え争′ダ)

`Fl,受

霧イ l多 フ し′ Z ′

4,″′
`′

し′グれの手令ノイ7゛ ι′すぼイとわ
みえ′,終わメれグ′また′増今タクなたの変動
レ昴″イι夕・

わずかZ"み ,た・

∠〃ル∫だ′ユノクプ″イ′′メイノノ2ノイ zづす
解所Jフ ガ、ご:′ ″的にあり′′フイ Zい は巧な



ユι

えがぁ3ゎ うれた′
夕` ヮψc,

形今夕りな形の変夕ρほケな

過ゑ崚インガルつし′Z

∠∫″β′∠/ル蒟J ιιに′し,フ“れの4令″孝

z¨ ι′fだ者 とわたえ′コ終わうれな,ヽ ,た 。

また ′力令の り後の変妨 多

'7″
″ と月藤 ケ可

夕ヽフス ク

の下:′1′

'多

Pr』 ノθ′晨争ノダ
'

′野1′彙′争 l多
 フ し, `  ′

わ イ́ιι“ほ′ι'7ツ の外令″ギZ｀ ιブすPa″争と

のdル 4みえ乙ダ。あな´ヽフたク

牛才～だ人 間Z"′ 閉崚〃′ま/′。タタ“′

'宇

だイはノ′。ア
"の

力たこ示し女・

らハにつし′Z′ ブす′att z"は ,を今タク′ニカタ″

旬にあうの1='1じ ′鯛″女″孝ピ
°け考たマJ磁匈

l二 あり′′矛ムメ貶′ヂぼイ Jワ 人ごrJ値を示レ



′7

′/θ 矛げ/′ ′ま笏夕・タパ舜ぁりれた。

∠

“

ルメ ι′ら4と 同雄の働幻えるフ′ノク

ノムス彪′す′啜″孝Jり 狗みえ こιフ zた ごb′ 危生産

ふ レⅢ 。

∠ ″ゞ′z“ ′a′ ′fZ群 にみヽし′てほルタ冷うクルメを
″″燿伺ルネしたが・′閉崚″イz“ ほr,と んど変易
′,7ェ く′/0″ ムスイ多脅′曇″生′ま解あメノtr』 夕った
ι の こっ夕す′4君イJ ク ′J、 ご 7ュ んZ.こ  θユ ι た 。

∠ ″ゞ′ι′ム″′とη雑の

“

匂にあ,た ,

ノ′j″ ムふ′′ブヂ′ζi『手′ り ′l、  ご r′ laこ  と J メ切夕′η′ニジリ

ヮ′ノク″群 ノ 成人″ Z“ 豹ゑえが・葬ゎりれた

0

ZLえ′TSド ′ユ′ ブす〆ノイと と ι ′,ノタイトタう/J遡象の

愛らぼ少なく′チた′し′グれの年令群 Z“ ί

夕.え

`よ

うιめメれ/Jか ,た 。

図 ′ο
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遡ゑ崚今ノイにつ"z′
4′ ″ノιz゛ ′びノし

'フ
“れの外冷″孝z｀ ιタサ′ζ″孝ι

ηdμ 均を夕多れわウ′ヽフた。
′ノ～ 成人間びノ遡二″え今イはアごれ″ノ

'7′

4′孝ぼ /ス 7″れ の力たこ承した。

名/に つL′ Z′ a′ ′す′4″イと同えたノノウ令タクに
方夕

“

向にあク′L′ グれの年今群ι“ι′す″群
より小ごな磁こふフ燿向にあ′zパ笏みえは

ちこわうれ/Jり ′ヽた。

∠

“
ルメ′ま′し′アれの年令″争にみt,zι ′す

ρ負%と ′多′ヌ“′ηじん塗こネした。

∠ ″ゞ′ ′ユ′ルタ令タタな艦の変登力′ま′フとんと"

なラ`′たが′ι′グれの年冷イ Zし

'す

ぼ群よ′
Jヽ ご/J纏 こ示 し ′ノえ才群 Z｀ ほ 有

‐
みえ が・美 ゎメ

れ た 。
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乙 〆ゞ′z"は ′し′ずれの外今″孝びι′す″″イと

の看Z.ジZ[こ るこ″夕,/Jり ′`たι″の′ノ′″あズ′4
,す″り孝∫ツ小ごな危こふした。

∠えル∫メ可′力令多クにガ″′顔向にあり′′θ

才以′∠,イノイメリ人きな種Zぶ じ′/え ″げ綬
lま 均ゑえバ誰わ多れた。

C47タタアiう ,ら (図 ノノノ晨午′夕)

閉2えイl多 フレ11,
メー

“
ιlコ ′ノθ矛以後ノヂ′a′ィメリカ髪家ゑと多

ヮZ人 ご'`乏 ご二 した 。

4ブ ヘ 膚ム 間び′/1'1崚イほ ノヱ′′
"″“しノ

対〃′チi■ 2′ 2μル の多りたと・スした。

ル′らびf懲 ′4メ ～ノえメ1明 にスト′Zほ ′ノ7

′att ι!フ ぼ
。
同れの種こふしたバ′ガだ人ガ Z“

'7に

群 Jり 巧ゑ力こι,こ 小ごrョ 値こふした
0
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4フ ～ バ人燿ηι“′閉曖′イ′ま ノθ。′″′′す
″所ほ /“、/_の形丈Zふ した .

だ一A/F ′, つ し′ 7 ′ ′″″学たI′プしノ て '7戸イし務イ」
ηャヤJ、 ごη ttz"多 ,た 〃ヾ・′たの年令″孝z"は

′事に″イι′′′′
"一 致7メ 乏Zふ した.

4″ ～ 房Fメ、2珂 z“ ノβ呵曖″子′1ノダ、/″′′す
′π′イぼ /え

`れ
 グれグれ増んιたク

滋
=″
′「′ま ′ ′′″ ちこ′

`′

ヂ′ζ″チメヮ ″妥を。ジ乞l ι
フτκ Z"み 夕た 。

ク″～バ人 周 び・′閉崚群ほ 2ο .′

“ ノ
'す′4′孝ほ /子。ノμれの″た渉ふした′

図 ′′

過み口2今′手につし,7ノ

ルイこ′′ン″争υ′ハルリげ′′″
`"〆

F  とι′多ノ
し′ず″物じクη令′孝Zし

'ヂ

ra″ との考,そぃえご髪・″
rJっ tヮ

iた ク

′′～ 成人閻に′〃″花 ′
` 

ノメ.2れ″′
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′ヶ-4′ :メ  ′7″
“
′ 〃″μF′ま 

「
c争 _′

″危́〆F rJ ′ス2れμ ぞれ夕れ力んじ′
'す

′こ″イ
のルをκ燿′ま′τカタれ′ノ72タタ′ノスノタタノ
7・‐タノ/夕・/μれ τ"乃 ′た 。

の だ)これれた ′4オι2クタC`図 ノえ′晨 夕′ダ )

ノηl″えどにフι′τ′
ノ」
“
ル″F zⅢ ほ′争″′イ′′″イτりす只a″

よリヤγ′
lヽ ご・′色zフ ′たノタゞ・′ノク″レン(′わすに

′孝よヮたきな組ことメ

“

元η′ニガらり′/ク ノイ Z"

ほ看みえバ〆。ゎられた,

Ll“ノー解′z"は ノ‐午″″′′″ガ zづ響こ群
ιlヌ fヌ

“a雄のイコュzⅢ み,た バ′ノ′ノ以後夕すに彦イ
メヮ巧ゑ力ιレって人どヽ′色こふした′

ごιフ

ノタ′孝J

ノ
`″

ノー″Fほ ′′″″′ノθ″ガタイZ“ほ笏ゑ∠
τ′ず″舞より人ざ′にの4牟′イZ‐ 多′す
ク人ごし,′噸向 ′二み′た 。
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L``二

'一

MFざほ ′グす″ ″ J′ L′ ず ね の・年 令 群

Z"ι 人ご嗽値こふι′′′″ムス〃ほ″ス・′″ヾ・渓、
″ 多れ た 。

′才～ 扱フtノず|卜 ′ノJ″ ″F ほ  ク。′μ“ノ
Lユーイ′′

` 7メ
負仁′グノ″″戸 ノヨ  ′7μれ′

Lびイ′′
` 7ζ

″れルを人じ′′す解′チz"の 夕を
κ髪慮をれグれ′ノ。′″′「 れに′′.ノ ″ノ
貞ノ_ z"あ ′た′

∠′ヨ
“
ノータ〃にっι′zlメ ノし′7"れ の年令′fび

ι笏ゑ″zレ フzクず″′チJ′ 人ごく′そのえ
ほ力令タタ′多〃バJルをηにあった。

∠Llの―
“
′′,ノ タノ虜イZ"ぼ ブすだ″fJワ カゑ

ゑz多 フイズごタフたが′夕′令タクた″材夕7ま

ル′幻にみフ′成人 ガ Z"慮 ′ノサ′ζtt Jり 小ご
し,磁 ルふした。
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図 ノえ

ュ∠b影墨りえ冷′イにフレ′
`′

クリー″F′ブ′じ′ブ
“たの年令房 にあ・ι′z多 対

′ζ′イよ リ ス:ヨ rュ |五ル斤tじ  ′ ′″″イ
オ人″イz"は わえ″が終わ多れた

Lユ ′解′ z“ ′手ノし'7"た の年今′イZ"ι jlに著
J′ ′′,夕 ′εレフ

`′

くこτ"′

に′が・夕た,

″″イηZ′ ,ルを令タク

′
`二

″F′フ′ /2″ ′イr`・
・フ_7′員″≠J ′′∫、 J ttl iaこ

fし たバ′′ιの年今″イZ“ ほ対,こ″子とほ′ヨ"′

η線
´勉 z“ あ,2.

左ι″″ルメ′し′グれの4冷イ ′多方し′Z多 クリ′孔

″イι巧ゑゑ′ェ雑わ多れ/J多 ′ヽた ,

′牙～ 所人闊′多′ノト〆ルオメ。′れたノ



ノ

“
Lヨ ″〆′ ′ま スタれ解′″/一 ″√′, 7′夕

"ノ
と
`~“

7
1,気

`″
毯れ グれ″え ιた 。

∠′」―∫〆′ニフι′Zノ L′ 7¨ たの卑イ〉″イZ｀ ιクず
ズマ賓所とゎえZlま なか,た バ′/2才 以綬ガ月ぞントイ
より人ぎな値 ιふ した 。

∠Lユ″M′ l,ノ t′ グれの4イ〉イ Z"ι 夕ずだ′イ
ιほ|メ

"′

η雄の修ιネした。

II′ ほ′ルタ冷多クιガタ燿向にあり′/2″

レスタ′:1■ ブ″ζ″J ク ′lヽ ご/11催生こ と メ ル乃
`η

lに あフ
たグ′L′ グれの年令イZつ 巧みえほ泌あ多れ
//″ 1夕 た ′
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え。♯1′りわ孝(降14`4たθιな特″dに

'′

多フリて

ソι卜すに41よ″κ∫′れ にヱ彫闊手7』 ア勿
′J多′ヨフ″わ多′/″″F′ ルー″″ノ′夕″″θノ
ダヱクリー″F′ タノr″″〃F′ Lュ

“
り″″′ノL`r″″″′

′ら′′∠″ルメ のうメ′角皮タクタノrlZ夕 曰
學。ハ′∠〃′づ〃 の値Zそ象とιたルg今の判

′リシ孝と '′ ιιノ∫尾ルねι′こん″ぇル及え
マ′夕す″り″′ だ一″鳥

“
ι一″′′′″″ぐク の値と

変数とした場インの多ツリえ′孝z ιLと ιノユた
たれん″ι″れ た́だ闊遊7`″′り″β
グコ

“

,一 ″F′ ″′ιブ″だ斤ノた1クリ~″′ノとご″ノー

″′の種こ愛〃たとιZノ多今の手リアリクィ鷺こ 錫

麦とι

`.図 ノ′.

ふ ι

′多,「、

ノ
　
に た , メた ′

じ′あ わせ Z

イのノタゲ″″そたる
イツリル孝″る妥狂rl.■ ブ

なゎ多孝ツレ 脅わ雄 五/2オ、した ′

ぞ″夕ためみ外冷イにあり′佐こ′
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ノ

`

′,  4月 ρ(″イ と
'ヂ

′fし″争″ ≠lJ′り′ニ フ レノ τ

易 Z゛ ′Jノ ク″′イノル ″イZイ ´笏ゑイ■げ舜
ィン
'メ

イ牡しなりヽフた〃
"rノ

ノ′″″〃″ゑ z“ あ′た。

ブ″わ多′ノ′矛収″′席l曖乏所 と,す′ζイほ′
らハ′∠Z/―メ の佐て

‐
2〃 κ劉夕jど れうJこ

とこネした。 ノタ″～ 成人イ グ・′′′の透感

′多′ヌしたιZレ '多 ゛

>′ノ′ノタ令タクルZバニ多ιノ′フ″後脅み
τ
Ⅲみ,Z。  ′Z′ ノ′″ムス′多′ュ孝ん′′′′́ン
ノクι人ま′′鬼a´ ふした。 フ″わ多ノ′井
ム/綬 ′″″′ヌsわ

`ι

亀
`′

′ん夕んz“ギリ′りZ"ぞ ′
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VERTICAL FACIAL GROWTH IN ANTERIOR OPEN― BITE AND DEEP―BITE

BY MEANS OF LATERAL CEPHALOMETRIC ROENTCENOGRAMS

Kenjiro Takeuchi

,θpαrtttθηt O∫ θrtたοごοπtづθs,

θsαたα び4づυθrsづ渉y ,θηtαι Scttοοι, 32 」οαη―οttO, たづια―たク, θsαたα, Jαpαη

An attempt was made to eva■uate the veFtiCa■  fac■ a■ growth

in open―bite and deep―bite using ■ateral roentgenographic

cephalograns on the cross―sectional basis.

The open―bite samp■ e was composed of ■03 fema■ es,aged 4,8,10,

■2 and adu■ t.  The deep― bite samp■ e was composed of 93 femn■ es,

aged 8,■ 0,■2 and adu■ te  As contro■ ,the data of 92 fema■ es with

norma■  Overbite and overjet of the same age level were used。

First■y,the t― test was conducted on each IIleasure and secondly,

the discriminant function ana■ysis was emp■oyed to know the

Maha■anobis' distance between open―bite and control,and a■ so

between deep― bite and control.



The fo■ low■ ng results were obta■ ned.

1。 Open―bite cases

(■ )The ske■etal discrepancy became evident from 8 to 10 years Of age.

(2)The ■ower face height became ■arger after 8 years of age.

The ■arger total face height,the steeper mandibular plane

and the ■ore obtuse gonia■  ang■e were observed after 10 years

of age. In the adu■ t,the shorter ramus was marked.

(3) Both ■ower incisor and ■o■ar increased in height more than

the control from 8 to the adu■ t。

(4)Ptm. point seemed to be ■ocated ■ower than the contro■  at

younger age in consequence of the thumb sucking behavior.

2。  Deep―bite cases

(■) The vertica■ disha.Шony,which was ■oca■ ized in the

dento― a■veo■ar height of the incisor area,became evident

from ■O years of age.

(2)An increased vertica■  deve■opIIlent of the ■ower incisor

was the rn,.n factor of a deep overbite.  This character■ stic

seemほd to be c■ ose■y re■ ated to the IIlandibu■ ar growth in

dista■ direction.
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スレC′こ廿ίえ ′多/り1プ ′

多す″りヵを′夕そリクノ及
｀
孝≧沙イジを



図ノ′。撃ツリ効孝ζメイ場ル/4″′んゞρィ″dだ ,
の増令タク変角

文 多l1/り の力2・ /1・とを示7。

|コ ノ争。ニウβん ,7,21ウ

`2ノ

ごL′ フ
"れ ιタテ)の

ンろルのけ′方ιF」:り と閉″えの

だ′ιみたみ〃イー ral膠″′Pズ ,後
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Age group 4 8 ■0 ■2 Adult

Open―bite

N ■2 26 2■ 20 24

Age Mean 4。 3y 8.Oy 900y 12。 2y 20。 6y

Range 3.8y
5.Ov

7.2y
B^8v

9。 Oy
■0。 7v

■■。■y
■3.4v

■8.Oy
27.3v

Deep―bite

N 24 23 23 23

Age
Mean 8。 3y ■0。 Oy 12。 Oy 23.3v

Range 7.3y
8。 9v

9.Oy
■0.9v

■1.Oy
l■ ^7v

■8.3y
,6^ム▼

Contro■

N ■2 20 20 20 20

Age
MeaFL 4。 4y 8.■y ■0。 Ov ■2.Ov 20。 Ov

Range 3.6y
4。 9y

7。 2y
8.8y

9。 3y
■0。 8y

■■。2y
■3.Oy

■8。 Oy
24。 3y



表 2。

Height(“Шl)

4y          8y

mean  sed.

ANS  C  42.5  1。 67  48.6
0  41.8  3.20  47。 2

D              49。 7

A   C  48。 4  2.23  54。 2
0  47。 8  2.77  52.2
D           55。 5

U■   C  67。0  2.90  74.7
(A) 0  65。 7  2。 99  73。 2

D          77。 2
L■   C  65。 3  2。 74  72。 2

(A) 0  67.3  3。 38  75.3
D               70。 8

B    C  80。 4  2.86  89.7
0  82.4  4.■ 6  9■ 。9
D              88.6

■Oy

2.34  50。 8
2.■7 5■ 。7

2.3■  50.8
2.47 57。 0
2.■6  57.4
2.31  56.3
2.92  78。 0
3.35  80.6
3.■1  79.3
2。 54  75。 0
3。 07  8■ 。4
2。 95  72。 6
3。 22  93。 0
3.64  98。 5
3.59  90.7
3.94 ■05.0
3.9■ ■■2.■
4.65 ■05。 ■

3。 63 ■07。 3
3.85 ■■3.5
4。 20 ■07.3
3。 68  66.4
4。 22  66.6
4。 29  67。 5
2.65  25。 7

2。 64  25.7
2.60  27。 3

2.49  32.5
3.26  32。 8
2.77  34.9
2。 20  42.9
■。85  43.9
2。 26  43。 0
2.65  63.2
3。 40  65。 7

4。 03  62.9
2。 75  64.9
2。 86  67。 7

2.99  64.2

12y

2.0■  53。 9
2.23  53.7
2.69  52。 5
1.80  60.1
2。 ■9  59.5
2。 83  58.6
2。 ■9  82.5
3。 05  83.0
3.72  8■ 。7

2.38  79。 6
3。 9■  84.6
3.43  75.4
2.92  98.4
4。 60 ■03。 2

4.■0  94.4
3.68 ■■■。8
5.02 ■■7。 6
4.55 ■08。 5
3。 92 1■4。 4
4.68 ■19。 6
4.96 ■■0.9
3.44  70.9
3。 08  7■ .6
4.55  68.9
2.4■  27。 5
■。89  28.7
2.36  27。 4
2.24  34.6
2。 44  35.8
2。 49  34。 4
1。 62  45。 ■

1。 9■  46.6
2。 57  44。 9
2.44  69。 ■

3。 16  7■ .3
3。 45  66。 6
2.39  70。 7

3.48  73.2
3。 59  67。 7

Adult

2.19  56.4
2.76  55.9
3。 0■  55。 3

2.2■  62.7
2。 93 6■ .9

3。 09  6■ 。5
2。 84  86.7
4.44  87。 2

3.94  87.4
2.84  84。 2

3.98  89。 ■

3。 68  80.8
3.5■ ■03.6
5。 03 ■08.2
4。 35 ■00.6
4.05 ■■8。 6
5。 63 ■23。 7

4。 96 ■■7.6
4.■8 ■2■ .4

5.37 ■25.5
4.60 ■20e■

4.48  77.7
4.24  73。 7

5。 68  75。 8
3。 05  28。 5
2.84  27。 3
3.45  27.0
3.■7  34。 9
3。 45  34.9
4.85  34.■
2.7■  47.7
2。 93  47。 0
2.52  46.7
3。 7■  75.■
4.46  75。 8
3.76  74.■
3.60  76.6
4.30  78。 2

3.89  75.3

3.00
2.28
2.60
2。 64
2。 42
2。 48
2.66
4.5■

4.43
2.65
4。 34
4.29
3.38
5。 ■2

4.16
3。 98
5。 95
4。 82
3。 76
5。 93
4.67
6。 ■5
5.0■

5.64
2.94
3.10
2。 7■

3.■4
3.64
3。 21
2.2■

2。 45
2.0■

3.■4
3。 56
3.09
3。 10
3.84
3。 06

C  9■ .8  3。 39 ■00。 6
0  9■ 。9  4.3■  ■03。 9
D             ■o■ 。3

Me   C  93。 8  3.37 ■02。 5
0  93.5  4。 09 ■05。 7
D             ■o3。 7

Go   C  57.3  ■.65  62。 6
0  58。 3  2.32  64。 5
D             64.9

▲r   C  22.■   ■。37  24.6
0  2■ .8  2。 45  25.0
D              25.6

Ba   C  28.8  1.87  3■。6
0  28。 ■  ■。38  32。 5
D           32。 8

Ptm. C  36.5  ■。73  40.8
0  36。 8  2.39  40。 9
D              42.3

U6   C  56。 2  2。 27  58。 7

(E) 0  56。 5  2。 50  6■ e■

D             60.7
L6   C  57.8  2.28 6■ 。0
(E) 0  58.■   2.45  62。 7

D          62.2

C8 COntro■  group
08 0pen―bite group
D: Deep―bite group (unit:mm)



J.

Depth(Inm)

4y          8y

m・an  s.d.

N   C  6■。2  2.4■  64.3
o  60。 8  2.■ 2  62。 8
D             64。 8

ANS  C  57。 0  2。 40  59。 ■

0  58。 3  2。 ■4  60。 ■

D              60。 8
A   C  52。 7  2。 43 54。 5
 ヽ   0  54.5  2。■6  54.9

D             55。 5
U■   C  48.6  2。 56  54。 0
(A) 0  52。 4  3。 ■5  56。 4

D              55.5
L■   C  46.9  2。 76  5■ 。3

(A) 0  49。 9  3.23  5■ .8

D              50。 0
B    C  39。 5  3。 ■7  40。 0

0  40。 7  3。 87  39.8
D            39。 5

P    C  35.■   3。 2■  36.■
0  36。 5  4.45  36.0
D              36.2

Me   C  27.8  3。 22  28。 6
o  28。 9  3。 96  28。 9
D          28.9

Go   C ―■3。 8  2.02 -■6.8
0 -■ 3。 2  2.■2 -■6.4
D            ―■8。 4

Ar   C ―■5.3  2。 ■5 -■ 7。 4
0 -14.8  2。 9■ ―■7。 ■

D          -18.5
Ba   C -26e■  2.42 -28.4

0 -26.5  2.05 -29。 7

D          -30.5
Ptm. C  ■2。 ■  1。 76  ■2.6

0  ■2。 9  2.04  ■2。 2
D              ■2。 5

U6   C  26。 4  2。 44  20.9
(E) 0  28。 8  2。 39  22。 2

D           22.0
L6   C  27。 3  2.33  22。 5

(E) 0  29。 5  2.27  22。 6
D             2■ 。8

C8 COntro■ group
08 0pen―bite group
D: Deep―bite group

■Oy

2。 25  65。 2

2.78  65.4
2。 73  65。 9
2。 6■  60.3
3。 79  6■ .7

3。 04  6■ 。5
2.95  55.0
4。 22  55.5
3。 ■9  56.■
3。 46  56。 ■

5.47 58。 ■

5。■8  57.2
‐343 5302
4。 92  52.7
3。 80  5■ .0

3。 69  4■ 。9
5.6■   38。 5
3。 90  40.5
4。 23  38。 6
6。 46  33。 4
4.68  37。 2

4。 08  3■ 。0
6。 63  26。 4
4。 82  29.9
3。 06 -■8。 4
4。 47 -■ 8。 9
2。 50 -20.0
2.03 -■ 8.8
2.55 -■ 8。 ■

2.43 -■ 9。 7

■.99 -29。 9
3。 ■■ -30。 6
2。 32 -3■ .0
2。 03  ■2。 0
2。 57  ■2.5
■。89  ■2.0
2.93  22。 ■

3。 83  22.0
2.8■   22。 ■

2.9■  23。 2

3.85  22。 9
2。 33  2■ .9

■2y

2。 32  66.4
2.99  66.2
2.29  66.8
3。 25  6■ .9

4.77  62。 7

3。 03  63。 ■

3。 56  56.9
5.20  56.2
2.98  57.7
4.■8  58.4
6。 45  59.4
4.97  60。 0
3。 84  55。 8
5.86  55。 2

3。 96  53.9
3。 8■  44。0
6。49  4■ .3

4。 89  40。 8
4。 29  40.9
7.02  37.0
5。 66  37.4
4。 ■2  33.7
7.03  29。 3

5.53  29。 7

2。 92 -■ 9.2
3.77 -■ 9。 9

4。 22 -22。 2

2.50 -■ 9。 7

3.46 -■ 9。 9
3.■5 -20。 4
2e37 -3■ .3

3.38 -3■。7

3.33 -32.4
■。55  ■3。 2

3。 05  ■2.2
2。 2■  ■2。 4
3。 ■2  24。 7

4.90  25。 2
2。 76  24.0
3。 35  26.2
4.43  27。 1
2.83  24.2

Adult

2.60  68。 0  2。 ■2

2。 70  68.■  2.67
3。 20  68.4  3。 58
3.■9  64。 3  4.83
3。 77  64.■   4。 3■

4.76  64。 2  3.40
3.23  59。 4  5.09
3.78  57。 3 4。 93
5.50  59。 3  3。 93
4.37  6■ .4  7.36
4◆ 94  62。 4  6。 75
7.80  63.7  5.48
4.27 58。 6 6.94
5。 66  57.■  8。03
6.46  57.5  5。 44
5.85  46.0  7.82
7.27  41.0 10。 42
7。 77  43.4  7.■ 6

7.04  43.3  8.88
8.58  34.9 12.16
8.89  39。 4  8.52
6。93  35.7  8.88
8.92  27。 0 12。29
9.34  3■ .■  9.17
4.34 -2■ .4  5.30
5。 17 -2■ 。6  7。 06
4.4■ -24。 ■ 5。67
2.4■ -20。 9  3。 30
3。 43 -20.3 4。 03
2.70 -20。 8  3。43
2。 45 -32。 ■  3。 03
3。 ■5 -33。 3  3.94
3。 43 -33。 6  2。 94
2.29  ■2。 2  3。■0
2。 84  ■2.2  3.50
3。 35  ■3。 0  2。 33
3。 95  29。 2  6.16
3。 26  28。 5 6。 5■

4.73  28。 0  5。 73
4。 07  30。 2  6.10
3。 94  30。 7  7。 1■

4.92  28.■   5。 80

(unit:mm)
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表 争
4y

mean  Sed。

S―N   C  6■ 。2 2.4■

0 60.8 2.■ 2

D・

8y 10y 12y Adult

64.3 2。 25  65。 2 2.32  66。 4 2。 60  68.0 2.12

62。 8 2.78  65.4 2.99  66。 2 2。 70  68。 1 2.67

64。 8 2。 73  65。 9 2.29  66.8 3。 20  68.4 3.58

`

N―Me C

O

D

Me―NF C  54。 8 2。 39

o 54.6 2。 51

D

N―NF  C  42。 5 ■。65

o 4■ 。6 2。 98

D

Ar―Co C  35.2 ■.41

0 36。 5 1e55

D

Go―Me C  55.4 2。 62

0 55.0 3。 98

D

Ul―NF C  25。 4 1。 85
(A) 

。  24。 4 1。 82

D

L■ ―MP C  33。 9 1.81
(A) 

。  33.5 1。 91

D

U6-NF C  17.7 ■。40
(E)  

。  .7.8 1.57

D

L6-MP C  27.3 ■.26
(E)  

。  28。 0 ■。94

D

99。 6 3。 74 108.6 3。 85 1■ 2.6 3。 55 ■19。 ■ 3.90 125。 8 3.4■

98。 8 4。 11 1■■。2 4。 63 ■20。 ■ 4.53 125。 4 6.60 132.6 6。 7■

109。 8 4.82 113。 3 4.65 1■ 7.2 5。 82 126.0 5。 67

58.2 2.87  60.4 2.82  64.5 2。 80  68.9 3.13

62.1 3.39  66。 5 3。 72  69.9 3。 80  74。 9 4。 66

58。 2 3。 40  60.8 3.■ 3  62.8 3。 7■   69.4 3.58

48。 6 2.27  50。 7 2。 00  53◆ 7 2。 04  56。 ■ 2.9■

47e■  2。 26  5■ 。5 2。 33  53.5 2。 82  55.7 2.50

49。 6 2.35  50.7 2。 74  52。 4 3。 02  55。 0 2。 68

38.■  2。 17  40.7 2。 16  43.4 2。 14  49。 3 4。 29

39。 5 2.80  4■ 。0 2.95  43.0 3。 56  46。 5 4.83

39。 2 2.99  40。 2 3。 25  41.7 4。 03  48.9 4。 02

60.5 2。 35  64.2 4。 06  68。 6 4。 09  72.2 3.69

6■ .4 2.42  65.3 3.44  69。 0 3。 97  7■ .5 5。 19

61。 4 3。 20  63。 9 4.54  67.0 3.3■   71.0 4.10

26.6 1。 60  27。 5 ■。64  28。 7 2。 01  30.4 1。 97

26.3 2.59  29.■  2。 60  29.4 2.78  31.■  3.16

28。 0 2。 03  28.9 2。 34  29。 4 3.17  3■ .8 3。 08

37.5 2。 ■■  38.9 ■.97  40。 9 1。 99  43。 3 1.96

37。 7 3。 10  41.0 2。 37  43。 ■ 3.05  47.0 4。 29

38◆ 8 2。 58  40。 2 ■。98  42。 9 3.62  47。 3 2。 99

■6.2 1。 67  ■8.3 1.63  21。 4 2.05  24。 3 2。 63

18。 7 2。 19  20.0 2.09  22。 6 2。 35  25。 6 2。 39

16。 7 2.74  ■8.■  l.66  19.7 2.20  24。 5 1.90

28。 0 1。 78  28。 6 2.59  30。 0 2。 59  33.3 2.■ 5

28。 4 2。 11  30.■  ■.41  32.5 2。 24  35。 9 3.06

28.5 ■.98  29.6 1.95  3■ 。2 2。 73  34。 ■ 2.76

control
Open―bite
Deep― bite

◆

Ｃ

Ｏ

Ｄ

(unit:mm)



表

４ｙ

ダ.

8y         ■Oy ■2y Adu■t

/ NSBa C ■32]1 2:::・  ■31。 9 2.92  1:::: ::::  l:i三
: ::::  l:::: ::::~      o 

■33。 3 2。 77  ■32。 4 5。 25  ■3

D             ■32.9 3。 20  ■3■ .5 4.00  ■33.4 6.38  134。 5 4。 25

9。 2 2。 43   ■0。 0 3.2■     9。 5 3。 69
NF― SN  C   7。 5 ■。35    9。 4 2.82

9。 0 2。 73    8.0 3。 29    9。 7 2。 36
o   6.3 ■。82    7。 4 3。 34

8。 9 3。 20    8.4 3.35    9.5 3.09D           8.72.62

/ SNA  C  80。 0 2。 85   79.6 2。 34   7う 。7 2.8■   80。 9 2.35   82.■  3。 77
~      0  82。

3 2。 ■9   8■ .3 4。 04   80。 2 3。 29   80。 3 2。 42   80.■  3。 78

D              80.5 2.9■    80。 0 3。 07   8■ .3 4。 83   8■ .5 3。 27

/ SNB  C  74.8 2。 29   74.7 2.■ 4   75.8 2。 07   77。 ■ 3.■ 5   77。 9 3。 68

~      0  76。
■ ■。99   75.8 3。 45   74。 6 3。 00   76.4 3.25   75.9 5。 ■4

74。 2 3.■9   74。 6 4。 48   76.0 3.57
D           74。 0 2。 35

75。 6 2。 08   77。 0 3。 47   78。 ■ 3。 46
/ SNP  C  74。 0 2.30   74.2 ■。99
~      o  75。

■ ■。93   75。 5 3。 52   73。 9 2。 89   76。 0 3。 44   74。 9 5。 28

74。 6 3。 16   74。 8 4.59   76。 ■ 3.71
D          74.2 2。 32

38.0 3.7■    37。 6 4。 4■    35.5 6。 30
MP―SN  C  39。 7 3。 59   39.6 3。 65

44。 6 5。 16   43。 1 5。 03   45。 7 6。 97
o  38.5 3。 ■5   40.9 4。 58

37.2 3.84   37。 2 6.■ 3   36.9 5。 7■

D           37。 7 4。 70

GoA    C ■30。 ■ 4。 55  ■28。 0 4。 48  ■26.■  5.15  ■25。 3 5。 99  122。 3 5.99

o ■29。 0 3。 83  ■29。 4 5。 54  ■30。 9 4。 94  ■30.3 5。 39  ■3■ .7 8.42

D             ■25。 2 5。 22  ■23.7 5.80  ■2■ 。8 5.3■   ■20.3 5。 63

9■ 。9 2.95   92。 2 4。 71   93。 ■ 5。 ■2
■ P―SN  C  89。 6 2.80   9■ o4 4。 02

93。 6 4。 24   92。 7 5。 62   93。 9 6.33
o  89。 3 4。 88   9■ e4 4。 92

93。 5 4。 30   95.4 5.87   96。 6 4。 98
D              92。 4 3.08  .05。

4 4。 59  ■0:.■ 6.77  ■05。 3 8。 57
/ul―SN C  89.0 2.80  ■0■ o9 5.06

■o9e1 5.89  ■■0。 7 5。 60  1■ 3。 6 6.59~(A) 
。 94.68。 23 ■07.67.0■

■05.4 8。 56  ■07.4 ■0。 04 109。 9 8。 70
D             ■02。 3 8。 00

94。 6 5。 59   93。 9 6。 34   97。 9 7.93
/L■―MP C  87.8 5。 60   93。 3 6。 04

94。 9 7.90   93。 4 6。 79   92.4 ■0。 60~(A)   
。  94。 7 4。 20   95。 3 6。 ■9

9■ 。8 6e05   96.5 6。 89   96.7 6。 70
D           9■ 06 6。 96

■2■ .6 5。 67  123。 0 6。 6■   12■ .O ■0.28
工工A  C ■43。 2 7.50  ■24.9 5。 26

■■■。2 ■0.66 ■■2。 5 ■0。 04 108。 0 ■2.34
o ■32。 0 ■0。 09 ■■6。 0 9。 64

●       D             ■28。 ■ ■3。 04 ■25。 2 ■0.29 ■■8。 6 12。 74 ■■6.2 ■2.06

c = contro■
0 8 0pen― bite
D 8 Deep― bite

(unit8degree)



表
／
′

open―bite 3 COntrol

4y

8y

■Oy

■2y

Adu■ t

D■       D2

0.■ 39■ 7  0。 82708

0。 ■0599  2.24730

2。 12573  3。 75835

■。45347  4.55546

2.45252  6。 39018

D3

2.85240

2.79354

1.49824

■.3■ 708

1.75959

Deep―bite : Contro■

8y

■Oy

■2y

Adult

DI      D2

0.3448■   0。 33233

0。 19687  0。 ■2573

0。 4934■   0。 55528

0.47430  0。 22558

D3

0.67680

1。 04758

2.22820

3.737■ 6

`

●



表 7.

S―N/N―Me

N―NFノ N―Me

Me―NFノN―Me

N―NFノMe―NF

Ar― Goノ N―Me

U6-NFノUl―NE

L6-lTノL■―MP

Ul―NFノMe―NF

Ll二MPノMe―NF

4y    8y    10y

6■ 。4  59。 2  57.9
61。 5  56。 5  54.5

59.0  58。 2

42。 7  44。 8  45.0
42.■   42.4  42。 9

45。 2  44.7

55。 0  53。 6  53.6
55.3  55。 8  55。 4

53.0  53。 7

77.6  83。 5  83.9
76。 2  75。 8  77.4

85.2  83。 4

35。 3  35。 1  36。 1

36。 9  35.5  34。 ■

35。 7  35.5

69。 7  60.9  66.5
73。 0  7■ .1  68。 7

59.6  62.6

80。 5  74.7  73.5
83.6  75。 3  73。 4

73。 5  73。 6

46。 4  45。 7  45。 5
44。 7  42.4  43.8

48.■   47.5

61。 9  64。 4  64.4
61。 4  60.7  6■ 。7

66。 7  66.■

12y  Adult

55。 8  54.1
52。 8 5■ .4

57。 0 54.3

45。 0  44.6
42。 7  42。 0
44。 7  43。 7

54.2 54。 8
55.7  56。 5
53.6  55.1

83.3  8■ .5

76。 5  74.4
83。 4  79。 3

36.4  39。 2

34e3  35e■
35。 6  38。 8

74.6  79。 9

76。 9  82。 3

67.0  77.0

73.3  76。 9

75。 4  76.4
72。 7  72.■

44.5  44.■
42。 1 4■ .5

46。 8  45。 8

63。 4 62。 8
6■ .7 62.8
68.3  68。 2

0

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

C
O
D

Ｃ

Ｏ

Ｄ

Contro■ group
Open―bite group
Deep―bite group

(unit: % )


